
自衛隊栃木地方協力本部

令和５年度　真岡市自衛隊家族会講演会開催

岡
市
青
年
女
性
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
『
令
和
５
年
度

ォ
ロ
ー
事
例
な
ど
を
紹
介
し
た
。

講
話
で
は
、
自
衛
隊
家
族
会
で
定
め
ら
れ
て
い
る
会
員

衛
隊
の
活
動
範
囲
の
広
が
り
に
伴
い
、
任
務
遂
行
さ
れ
る

衛
隊
家
族
会
（
会
長　

植
木　

親
久
氏
）
主
催
に
よ
る
真

今
回
の
講
演
会
は
、
栃
木
県
自
衛
隊
家
族
会
長
（
古
橋

っ
た
。

士
の
情
報
交
換
や
交
流
が
図
れ
、
自
衛
隊
へ
の
理
解
を
よ

り
深
め
る
こ
と
が
で
き
る
後
援
団
体
で
は
あ
る
も
の
の
、

は
家
族
会
員
同
士
の
情
報
や
経
験
を
共
有
す
る
こ
と
で
生

場
で
あ
る
』
と
い
う
信
条
は
揺
ら
ぐ
こ
と
な
く
、
今
後
も

一
男
氏
）
が
「
家
族
会
の
活
動
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に

真
岡
市
自
衛
隊
家
族
会
講
演
会
』
支
援
を
実
施
し
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部　

真
岡
募
集
案
内
所
（
所

日
々
の
心
掛
け
の
「
信
条
」
に
つ
い
て
の
再
確
認
と
、
自

家
族
会
員
同
士
の
活
動
や
交
流
に
も
変
化
が
生
じ
て
き
て

例
と
し
て
、
訓
練
や
災
害
派
遣
時
に
家
族
が
一
緒
に
暮
ら

す
る
自
衛
隊
の
任
務
で
は
、
転
居
や
配
属
の
都
度
新
た
な

隊
員
及
び
そ
の
家
族
が
抱
え
る
悩
み
事
へ
の
具
体
的
な
フ

古
橋
会
長
は
、「
自
衛
隊
家
族
会
は
、
隊
員
の
家
族
同

～栃木県自衛隊家族会長による家族会の活動についての講話～

栃木県市貝町自衛隊家族会・新町駐屯地部隊見学を実施

今
回
の
部
隊
見
学
は
、
自
衛
隊
部
隊
の
任
務
や
生
活
に
つ
い
て
現
地
で
学
び
、

活
用
し
た
被
災
地
で
の
給
水
や
入
浴
支
援
活
動
並
び
に
、
災
害
時
に
お
け
る
自

駐
屯
地
到
着
後
は
、
広
報
担
当
者
か
ら
新
町
駐
屯
地
の
編
成
及
び
部
隊
活
動

の
陸
上
自
衛
隊
新
町
駐
屯
地
（
群
馬
県
高
崎
市
）
の
部
隊
見
学
支
援
を
行
っ
た
。

見
学
に
臨
ん
だ
。

「
自
衛
隊
の
災
害
派
遣
活
動
が
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
の
生
活
の
支
え
と
な
る
と

と
も
に
速
や
か
な
ラ
イ
フ
来
の
復
旧
が
さ
れ
る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
」

学
終
了
後
に
即
応
予
備
自
衛
官
本
人
よ
り
、
自
衛
隊
再
入
隊
の
志
願
申
し
入
れ

ね
」
と
話
し
て
い
た
。

隊
は
、
１
月
１
日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
救
援
活
動
に
あ
た
っ

さ
ら
に
会
員
同
士
の
懇
親
を
よ
り
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
計
画
さ
れ
た
。

自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部
真
岡
募
集
案
内
所
（
所
長　

麦
倉
准
陸
尉
）
は
、

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
活
動
の
妨
げ
に
な
ら
な
い
よ
う
配
慮
を
し
な
が
ら
部
隊

説
明
の
ほ
か
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
救
援
活
動
に
つ
い
て
１
月
１
日
発
生

「
平
素
か
ら
の
訓
練
は
、
災
害
時
の
対
応
能
力
を
高
め
る
た
め
に
も
重
要
で
す

時
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
自
衛
隊
活
動
状
況
を
時
間
経
過
に
沿
っ
て
写
真
画

今
回
の
研
修
に
は
、
即
応
予
備
自
衛
官
と
そ
の
ご
両
親
の
参
加
が
あ
り
、
見

／
２
ｔ
水
タ
ン
ク
車
や
水
ト
レ
ー
ラ
ー
及
び
野
外
入
浴
セ
ッ
ト
等
の
装
備
品
を

衛
隊
保
有
車
両
装
備
品
の
支
援
能
力
に
つ
い
て
も
説
明
を
受
け
た
。
参
加
者
は

～即応予備自衛官の自衛隊再入隊志願にも繋がる研修成果～

～栃木県自衛隊家族会長による家族会の活動についての講話～

移動車内での地区会長挨拶の様子 広報担当者からの説明 喫食体験の様子

市貝町自衛隊家族会集合写真

る
自
衛
隊
の
取
り
組
み
、
訓

後
も
、
部
隊
研
修
等
の
機
会

る
と
と
も
に
、
災
害
に
備
え

真
岡
募
集
案
内
所
は
「
今

で
の
支
援
活
動
内
容
等
の
発

信
も
含
め
て
募
集
活
動
に
繋

が
あ
っ
た
。
部
隊
で
真
摯
に

を
大
き
く
す
る
動
機
に
繋
が

を
通
じ
て
自
衛
隊
活
動
へ
の

認
識
と
理
解
の
醸
成
に
繋
げ

練
す
る
隊
員
の
姿
、
被
災
地

げ
て
い
く
」
と
し
て
い
る
。

長　

麦
倉
准
陸
尉
）
は
、
１
月
19
日
（
金
）、
真
岡
市
自

約
60
分
間
、
真
岡
市
自
衛
隊
家
族
会
10
名
に
対
し
て
行

昨
今
の
時
代
性
、
家
族
編
成
及
び
地
域
交
流
の
変
化
か
ら

い
る
が
、『
自
衛
隊
員
家
族
が
支
え
合
い
、
絆
を
深
め
る

地
域
や
環
境
に
適
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
際
に

自
衛
隊
員
と
そ
の
家
族
の
支
援
を
行
っ
て
い
く
。
多
様
化

活
環
境
整
備
等
の
支
援
に
あ
た
っ
て
お
り
、
具
体
的
な
一

せ
な
い
場
合
に
残
さ
れ
た
家
族
の
安
否
確
認
や
フ
ォ
ロ
ー

務
に
邁
進
し
て
ゆ
く
」

な
る
よ
う
に
日
々
業

支
援
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
」
と
説
明
し
た
。
聴
講
者
か
ら

支
援
に
取
り
組
ん
で

動
を
通
じ
た
会
員
同

士
の
交
流
を
通
じ
、

は
「
会
員
に
は
元
自
衛
官
も
多
く
、
自
衛
隊
の
組
織
編
成

や
任
務
内
容
を
深
く

ご
理
解
し
て
い
る
方

か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス

は
大
変
参
考
に
な
る
」

る
」
と
の
感
想
が
聞

か
れ
た
。

は
「
今
後
も
、
積
極

真
岡
募
集
案
内
所

的
に
家
族
会
の
活
動

い
き
家
族
会
の
諸
活

隊
員
・
ご
家
族
の
様

々
な
不
安
や
悩
み
を

と
し
て
い
る
。

解
決
で
き
る
糸
口
と

１
月
22

名

日
（
月
）、
市
貝
町
自
衛
隊
家
族
会
（
会
長　

小
堀　

豊
次
氏
）14

新
町
駐
屯
地
に
駐
屯
す
る
陸
上
自
衛
隊
第

旅
団
隷
下
の
第

12

後
方
支
援

12

像
を
用
い
て
説
明
を
受
け
た
。　

ま
た
、
５
，０
０
０
ℓ
の
水
を
運
べ
る
３ 

１

っ
た
。

業
務
に
向
き
合
う
隊
員
た
ち

の
姿
が
、
再
入
隊
へ
の
意
欲


